
鱸

工月4年ロ巴和昭雕3第行発鈿月7
聞新人婦国全印頒曰m行鞘回2償副�4巻齟寶口2エ彙山

譬哲レ_ 1境辟 ー1 1杆辟凵
巧

{�拿所緬

フ 寸_詳畫菖讀雫構入註暢 亡′三層 喜_=ーゴ些茅付婦挾_言鱗ニこ白獣̀5餓清、遁_
厂

社
発国

蔓 全

蔓躇
ー暴广董`"4̀・"勺_`."・”′”_孟ー三三__、山・譁“こ〓从櫑i.譁齢屯"レ魂`は 口・

�鵜真G

C・

舷_脚,醸丁)打_ぜ焔艶彗,ソ、署_"_襄譁驚oe
赫娩蕊`譁p_`彊襄′"1eIn彊̀̀̀凵凵丁

ー
7謡替

社折電抜本
譬0

宿入杓2新ビ63西宿42区新璋H宿西)_円礦部宝熾束部京鴎3座1

O口

紛神順日本の婦人に

菴譲の毒_ョ層菅ー蟻
読叩櫑巖手

とーは藍言<サI夕背で皇する折の捺印襴茅迭夕蝋慟しみ〇る歴史的使命

”双遁ヂ

ー

_ノ` ノ′

俊ソ_

ヵ欄靂鮑

I蓬O

印
川

コ`yT

驚

蹂・

櫑バ竇“箸弓___星ニ

_ノ班諷轟_.蓬諡竇譁凵_“M
_ハ_溝"菴馨諫

川認

__̀_̀`

_二′_溝詫";三蕗川凵帆静帯惟ー

M

檜`糞

遵ー

ニ騒
ト4黼討蟲?_轟_凵た:鱸〓`旧′轟轟,_蕁川三_彊枡b〓竈誓ご、凵亀

玲_彊`
況

I囗イ

齦__擢“ム仰漕

王ご,`プ_
蜷灘鱚"竇`_詫童`鰤囁_ー `蠣輔譁考・h_凵__,杆t貸菲ニ二“・_二ピ・_ _Uu__范_ぱぃ_櫑ニ出_輸章_q__滅瘻_櫑̀奉_ご籬_三_

二:・:・ニ_=.翼ご:I__:
_U′_:_:_い打、

竇

_

茸遙こ

璧ーーーロ牢凵_

胸鰐、蟻劇聯朧の

_

r

跚

寒魎闔

ァ_乳nnZ捌
_OuUー�雹二

A 肺聰V旧キ惟,胸丁前蔓腑重未馴旧Gの慟凵`
_N旧凵凵轡

_/イ丶二戰趣

遁千`鬮\亡箇

塚/勺`v閲帥船夕

.・已C關怜嶼V

川燭

馨丶J叡櫑U

L
轟D

炸N_`卿A
m埋鼈轟

/癬

VI嚢^溝

イI鷺癬村峨現櫑

丶繖ザ′
ミ的宴貪はい諡重問魎の蟲二祟げ潭、素という薯

`刈しい几/は丶
贔近では商枚生か穐串学生、小学生へ掌広が分て室ている°敦科彗の内容は、一〇年前と比ベて驚くはと甯度が樫搜菓について/付かれない"夢室ぱれ〃の重うくるo竜避れた具窒の努力で吽遙いつけ底ぃものだけに、問檀渥探いとい,董う。そ毛、なぜ落櫑萱ぽれるのか丶搜準の仕方次第なのか、疼萱ぽれないためにはとつす几ぱよいか_`lなどについ丈現臓の先生や身近かに恂餞のあ付置粗たちに、括し合杆て琶ブつたハ文中講遡

_三

る敦肯の中でも丶授槃についていけない〃鞍筈こぼれの子〃の闘睾遁と裂のげてみたいと思い壬すo私自身、朗堤学薗のはか数枚の激帥蠢蕗したなかで感じたことは丶昔はさはと蹟圧化していなかった落萱ぽれ間踏葉近はとくに目立つとい4三とですo具体的な状況ぱいかがでしょう粕
る

諡臨竇顛中よ早船蠢皺亜丶二男が中二の

負けの陛界では勝てないということがわかり素した°

弄一、下
の子が中学董壱たところです°厚妄は塾ヘも行かず、それはと勉蝉しないで部立高枚へ入壱たの票が、下の子がいわゆげ墓少三ぽれた祖で丶中蚕蓋か_暑證否萱じ窒した。二窒の中言か_け蓬がわか皇〈なったとい見妄o巷で塾へでもけづてみよ_旦いうゎ誓冨始莞呈くゎかつて勉蟻つて面白いから、袁盂竜濫にしようかなとと穐口いだしましてね°

母ですが、甲襄小学棟の教師として非常に
::___コ__::芒:苳=__=ご__一三三=三三:__:蔓=三:::=二三_三三ニ_三:三二=三ご_岳

麿觸げt

布7_1N釈帥

h

よ授業丶届
やればてき

座談会出席者阿成光
東京`荒川七異諭_

伊文子
敦科警検定訳詔を支摂する繰馬地区運絡会

今井紅子
中野区高枚間題連絡脇譲会

甲ヒサ子
果京_南田中小教諭

早船セソ于
中琶蔑問壹各

竃,V川ご川

レ 猶_レ川

 艦雹蘊譁__凸古___櫑講弘凵u川レ、_竇vい鰤叩

_I畜咋竇鰐_V櫑川

疆ノ川

洲

騒_輻叩澤農岬凵杆農_・_川い_竇昇葦�星輔淡川

頂__川川店櫑 _U巾帆ぃ_凵_認川U川uぃU辟_V川_川__げ鍮いuUいい_H

(ノ 丶VH

雑�哺_遁川_爪__4付叫鰍川網即駐凵_洲齢げ川譁"竇洲川輯農杆_川

会二̀

葡輻_q

"

農睾鴇U

_ウ圭ト

檜AA廿拗川農淵___川_撰い肋い講VI偉ェ谷升半ゴロ鮮鰺螂瞰隙牌ニ川
三望川壮会教亘諡轟

萎レ_丶川

新しい教科書をもらって喜ぶ新円八生oだが、厳しい試錬が言丁

D_丑丑叩

竇d̀k1m惠邨yハ。y

u蓄

凱動鮑

e
1

じn已L竇堕
F腔erP想S豫

RI舵�

yhー

_叩_狂乱_抽
sen五fnei藁me夏佃卵_辻叩_巾川叩enS〓yInyhaen欄丶りon鰯”しYa`/ビt、靂t`瞼=齠、】帷_儿Y壬エX乙X乙かぬる于供たち興昧刈のる甕叩ですが、犠广汗かれてかり学故のついてはとうでレたかへ“

今井授薬の躓が遡うか與やは

りイヤだという_川ですoそれでも何とか凵堡し姫已たが、受険宣階に_蛋と、下か睾分の�はも墓誉り付\学枚がないルですよ檎
呵原落壱蔑れというと、すぐ

蓋霆い_三とに息套州ですが、その恭譯改ぇていて、今年中掌の_畫をしているの享,が、ク膀受の中にまだ一人窩故の決奉ていない千がいM克ですoその子は盲に�度<_りいの酬合で十何故受検しているんですn"スべH正めが令黙きかないV川享発十五年聞枚帥レ巴ていてえなことは一つ痛まさに彙汪受豊騒洲重タね°
伊藤私の住んでいる牌鯖ゾ奉<

同じ状汎だとい_三とがわかりキ壷萱働いている蓋さんは丶写ち穿は小学佼の琶牙Iル3だつたか晃生がついていけるといったのに、中学に人つた毫いていけな<なって呈つ庄とおっしやってい韋己、三矩壱、すでについていけない子もでてい菫すね°中学三年生になった子懺たちの顔色の膿壹いった、墓いですよ。ほんと_つに先生に物蕗図わなム\なづてI掌芝O3

1イ 竃丶I丶丶

司会問魑灼としてはの_声ソ出て

いるのは致材が過甯だといぅことuそのい凵州については三。

早舶たとぇぱ現任の證韋ニ
〇年削の教科壷に比べると、二、三〇頁は厚<なのてい奉す。

甲野そうです絢艸牢の
初めに五土旧が出てきて、一学期のうちに驛ずが三〇い<つも出て<るoさらに善丶碧、丁蟇

轟
丑�軌川m矚Y嚇ヮeoon_i

慨

喧量霜畫二__二_二蒙二尹

^

VF __式|斗I蠣|Il才l凵薯二
李囁睡__ 与勘ぴF舵淵く叩坩排_薗輿

\遡牢_′丶轟讀ハ_,_戰膀識@
mヮ1

_竇__・

p蜥植靭_w_聯evalrニ鵬幼oy_・靂-s献楢旭_竃輯矚叩叩pニm“伽鱸

威飢二、m艶_湿紛H疵薯い山rlll厂iilll薯・L「丶川獅

悪でが訳レ@� いな戴頭冥言で蓋今井うむの千の薨凵、

_辻1柚

鍵

TT靂

aC“肺t_�〓ょ。7_MN・

no轟

k二mn,QI�叩p_旧_mJ_p_旧會p_USp山轟_ー嶼m

ey鰍"__mhoo_轟′"myc_,.

Iー竄渋雌

_仁

.YY_暉

�

,鱚Cー田薗

`琥ーも出てくる°ニれが小創襄一年の一学靭の凶碧すよ°しか臺各夕と岬床系に出て重市ですか宛ぽ自分誓ノに改えない部分塞呈すo
丶邸

佼入学以前に側を敦えた臼よいかという質問に対して、自分の名前を見分けけ罠度とよく宴ゎれ圭すが丶史態がこれではとてもついていけ圭せんね。これでは入学ーか月で落ちこぽれが決續厂蒙辟鐔蚕之ほかに例はい<、けで_7墓るでしょうが、教材のはかに袴えられることは?

塵
砕蔓q鞠叩Ir償ノ郢穐拠吶

叩竇CV旧叩,其

ロ鱸p・`咽

抽排mリ艶ー図ゐh加SuuoY_嶋me

ooy中・橿m漸

轟_漕F轟・S

軸`d`吶h印四搾Tr轟

譯そうな鞭要o私穿韋阿原十五牢間譲についている

鮎

7竇

繁1蠍

く

吶4切っ櫨瞰蒙譯罐薨、蝿な

ん
語こ莱は譯年現

ヰ

礁矚齦
奉

瘻しー
觸に二艶麟

陛

閲@勅恥疏鰤遁ム船僻_`埠囃皿唯s轢ワ`mk欝董ぁ琶盂譯
が蠣主中年は

q二二鮠鷭u
賓uo

、丿OY1(

牒CC

画盂(莫のへ夕疇先生が数人いたわけ宴°宣宅のク蒙、帯にな宕I圭た°霆も莞る意臍蓋た蕊で、クラス蓋灌菴墓か琶した。だ伽室いつて知能が遅れてい散ゎけで鎬い袈竃い自身がP晰Aの蓑袋をやっていな荳下穿が蓑�冨と琵パソ吉暈に出な<な竇ゃつたん妄vレ荳曾雷も授蓋聞が吾掌櫑私か皇ても創造力の萱盂んで桑この子を灼菫つける援柴はなかったん碧つか,皇′熾に思り蓬ヌ°しかも向じよ、つな子が学年に吾人竈呉皐力の遠ゴの中に言い皇が蓋のですが、昔は落ちこぼれても黙ってついて<る猫さが′ナつ満衝れとも、今の子は落ちこぽれてもいいんだと何かヤル気のない子が_案てい童9ゎoたとぇぱ巾学針牢の凶学齟の蟲の峙間は、昔だった_祟麒が皇駅墓披墓亢享玲と竜がム竹年ガ
Yレ

@会n帆
の@コ轟靱

るプ吶あゴ情早船
ク然としたのですが、′憲命私の皇牟みがら投岬畫凹いている子がいるのでさしてみた具ピツク且して答えな鴨さ巷れるなんて袁几てもいなかったんですねo冤ごて顔壱ている°参加す燗篁螂内が小学枚の峙からないんですね。先生でも、あ濤ノいろいろと人闘的な要求を出す先生は人気がな<、るという現毀がありますロし君万によつてはという例ですが、琶に脚岡とい_フ物硬い受険地撒で炉りれた、水堡題材にした翡巾に譁晢しい改材がある°すると少し菖い繭し〈て贄干供はよ<わかるんで柔こういう霆君遁して子供たちは人螢壱含めた致育を受けるんですね°

そ麟フ咽麒動を与ぇる轍育が
大切ですね。私も夕ンバリンを使つて授糊蓋してみたら、子供の攻応が輩によかったです胸

伊藤今のお括うかがつて、学佼
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司会壌胸に一什 麓川差さること
ナめ?`
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人ですが、それム篁〇人にしてはしいですねoフメHノヵでは鷭互ヘ實天の準上が誉ますq散育というものは、もと堂閤のかかる齟倒胸富の享孔教育騒慨花柱亢て萎\とゾソとしぃ害哺�機八〇徳旧戎夢る帖跚機洲縞うの選丶めて、地心曽艸擢の過壹蟲に丶脚が毫してはしいと患い主乳
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�手人蜻佼〃を糞す萱、誌があとル憂けてG漂の儡と比ベたいノトソブ會睾の跋額丶そして丶むていねいにも名飢甯山すところまであ奄とこで雕が〃数える〃のゃら、己占労なことだがこれが紺け董うにい瘡れるとい_フのだから〃何丞かV几叶_凵ゎんゃ〃であ凵袁�万に、自分の出身佼を心配ハn墨する先宍ゎが浙をと仁にと必死になる改育パパ竃ママがいるか_りだ付〇っが、とうしても睡問が曝るv〃十帷Aりv川かな“の晒脚魂がミ這逞蓋
′寸___蠢咽」フ旺

幅霞・冠佼慢先の風捌に琶砥りに譯しすp著いる_言に愚えるのであHハ乙逸険胆献のヒズミ騨消が川ぱれて乂しいが、現行の傲育体制か完′抽に改毒りなけれぱ丶マ又コミ璽螺U〃受朧産裳〃の尾琶闘うて墓・萱意堡いだ宝uしかしに譲て篁壱ている裏コ\泰で漂の〃鐔篁汐棚、譲墓鐚ひい臺学灌畫蓋拗吾てい荳い墓奉蓋占害裏い墓臺 蜃昌由といえい蓋、軍仕し三言_価藍揮主れる、誌祇諾
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蠣は遅すざるし、我が家では、朋女

に参加、向二七年に伝染滴予防委輿丶同二八年には民生委蟷

出印 辟三漸輝4例鱗竃螢蟄_,萬薪同臺年に保蓋言に三八慨竚据荒4,ビ_口_ょ__診鞠船年以隆は盗祝斤少年補鳴貝とし三V W

て活阯し、これは先月いっぱいで第一回の停年遇朧春になつたそラだ。は六〇歳で停年なのだが、偶水さんは六五旗、このパイ次Uティには傭かされ

三__三IIIf三蔓三I.ll竃:=::II_

同会は青少年対策協議会のき

曼の平憚は望めませんわo

汚れてしまい丶水泳も三年前から禁止されまし梶それ十壱は毎年川岸をパトロIルしていたんですがネ髏と寓つて目を削めた覇

門七、八年前の新宿の的頭補
鱇のときでしたネ魑ガ|ドで腰ていた歩年を補饂したんですがこれが家出した高枚珪年生でし

卿V

ラ1H大羽綴子、久光愛、桑島ヵ夕リiナ、樋囗恵千、室俊旬
参加者U崗般都凶、猫賽約五五

ー

〇名
竚場H中野区立中野文化七ン夕げ1中野区中野二l九i七

壹ハ螂uー六三ーs五
丁国菴中央繰中軒駅甯口下車従

歩五分
炸※託児宰蓄鱧げ申込み先“民生尚蛸人部鮒人指

導操岩田大慟ハ内總三七二二以
竇神奈川鮪人少年皐_神奈川県教

萎`糠浜市教萎
テIマゴ男女の平等と姉人の社会参加をすすめる些分科会げ

でし週人働
o七記り、のす叩たをかめめ溘

たか、ハ涜ハ謀テIマH語男女平等とはI社会における婦人を鰐える
4月m凵ハ水V午削m|牛燦

3時半
分科会ハm|O時半u鋪州分

科会"家凝において印丶鎬二文科会N家唯において@第三文科会N地域社会において第四文料会"職蜴において
余体会請工時半|3峙半場所"横浜市牧育文化センク1「

横浜市中区万代町一l點関内駅閘凵樋歩三分
冨四五ハ孵u二四左

申込方法H往復はが重に次のこ
と悲脳入して甲し込む°印氏名`庄所_所樹団体名の参加w希泪文料会鈷側括し合いたい彦間閨点

申込先H神遁川姑人少年甯緇
浜市中区日本大涌騨

會〇四五ハ州V七六五〇

六大阪府蝿人少年睾
国際姉人年鮎念鋪ニ十七州蛸人

週間�
4月頂日ハ火以大阪耐工会鷭所国際ホ1ル講潰芍フメDカにおける鋤労婦

人の現状際囃師Hミズ_ヵルメンマイミ_パネル鈬ィスカソシヨン芍男女ォ
平等と蛹人の社会参加游矛すめヴる舛講師“蕨井順氏ハ毎曰新闊論説委員V、竹杓誌氏ハ大肢遡侶輝院産婦人科部投以ほか

一般討論芍拐女平等、姉人の能
力発揮と慨性保護鮎芍鞘人の社会参加と家睦の調粕鮎司会"赤粗良子ハ労働省擬人少年周剛人鋤慟

杵テ1マH駒女の平憚は襄親し嚢

操長V

ー

��恒厂労働聳蝿人少年局活勲六困際婦人年中央起念祝典の闌催

菫十一月、東京

六勤蛤婦人の旭巛と役割に関する

_川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川拒川川川川川印畫

ンドバソクから飛び出しナイフを敗り出しておとすんです。でもなんとか交蕃に引き渡し処埋してもゆったこと、なとが患い出ぃものですしo今でも月に一寸元の烏山周辺と街頭補導花欠かさないo
の

進する会舛をつ<幻、邇動を進めた轡京王縲烏山駅に逓ずる遭

曰米共向研究の実施篆三四月と九

庄三け三三庄ヨ三

三回は渋谷、新宿そして池・万で襴水さんは芍舗装を惟

路は中型栞用申一台分の広さし

跚もいりで、昭和三劇年に発足し
た。烏山限周辺地区の腱全な発
三蔓三三=_め

うVの実雌O地帳でお窒けに姑苦労の多いもの醫
爛水さんは、最年の善襄な功

續を評価され、既に三回も戊滅葉害から衷彰され盂賃同署内の逆合慨の会副会長も拗めているCその他、較後まもな<選拳の立会人になったのをはじ
昭粕二四年からは曰赤奉仕団

活剃は印成輝墓葛蟲協力屮遽十上轟“ヂぬけくれハ防犯週閻に地区を二人ずつの一ーア′′糧1・、Il組にな切てパトロIルし丶青少

かないoさらに以前は遺附の舗

ヨ三

砧第三母睾清水はつさん

るOのです。
浩水さんが潟山に転桝したの

が燗利一二年であるから、もつかれこれ四〇年近<なる°芍当時は、よ<子麒を逸れて多摩川へ水泳を楽しみに、そしてセDつみ丶イナゴ取Dにも行きまし脆憶”七りやあたくさん敗れたも

その多麿川もすっかD

京して壽威したロまtパ七母年肋の渋谷の旧頭補導では、朝の几蝉析ころてすか、二〇“<らレの′乂〃lか一人て丶_蔓奉かじつてるんて吏一度は貼逃したのですが、やはり気になりまして後を夏ったんですが述中で気づかれ素してね°い蓄なりハ て、北混遭の鬮税があゎてて上

、ェ�ナノ艸、二

櫨丁4蠣ー;
_丶ニ,勾、體主]`厂ブナ辟

櫑,,°・鍬二凵

装でさ雅囗く一部に限疹れていた“まれました呉と述痰するOだがその成果は今実りつつあるo駅前の踊店の一部は移転し、閥Dも移転工裏中かまたは工事が矛濾されているのであるQ
潤水さんは門よ<〃華仕のか

たまD〃とか"仕串の児〃とか創萬ゎれたのです譚こといoて微笑んだ°表影状の額にま遷っていた教育勅鵜の縞が剛象に戎った靂

仁」竃_1

く

印矚挾曰目u工月4年囗目凶知`吻矚
聞新人婦国全

潮8鞄巻腫葺ロ2蔓工罵倒
藁

_
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ゴこの運捌ではずいぶん憎
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婦人年・各国で三
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月に研兜情報交換を行ない六十一月噴報告甯作成の予定暫六蔵業における男女平等に関する研究三三若年定年制や緇蝟逼瞰等の具体的問題に轡手し、就業上の男女平等の種悲の間顆を挽討。六記念出版物の発行蔓三曰木姉人三十年のあゆみ、六月頃出版六曰木・工LO姉人労慟行敢ブジフ地域計圃の実施軍際NGo蝿人委鼻会六軍際婦八年日本大会【I十ー月二十二曰轟東京.共立諷堂曰盃人団体誉会六慟<姉人の中央巣会五月三十一日九段会館ハ束京u
ノ__フンイラソ婦人団体は丶室曳イラ

ソの法律と閣遙の′女性に対する差別撤朧宣註〃とを比鮫研兜することからはじめて、工業におけるフ

4、雙丶丶\\\丶\雙、、、ミ蔓\\\\丶丶丶

一薯丶_一檀旧I愉亭竇婦人丈箏講鼈HH本の女性史
ゴ女の<らし挨讃師H剛学晩犬学敦搜樋口浦之門文学と女性健講帥H川中千代

学薗大学牧投_俳人.楠本触占
ゴ現代と硼人し哨師H誹諭家竇

樋口恵子
期間"4H勾日I7刀卵凵、鮎

プ水脚午後6I9時
会場u曰本享会館ハ芝公菌V

、

受講料u=其〇〇〇円ハ分船

瀾_簾

もし、魍物丶遺路、駅なとに
階段ゃ段羞がなかつたら/電串やパスに安必して乗れたならノ案内破ゃ点字標ポがもっと完備していたなら/公共の甦物ゃ施設がもつと使いやす<心身障害者にも配慮して作られていたなら/モして何より鞆瑜惟の中のひとりひとりが、お互いに驛鮮し、脇力し合えたな癈````:°

茸ともに生學る街づ<D協議
合は、睾の賣に蓋した。障害を待つ人も、一時的にハン尹イを持つ人も、また腱全者嬌櫑すべての人が、不自由や羞別がな<、安心して〃ともに生きる〃そのような衡づ<りを目的としている°しかし、現実は、これ講での街の權造や社会の意脳が、ハンディキヤソプをより多<權つ人の、のぴのびと自立した生活を當むのを妨げているのであるo

これまで、黙六と続けゆれて
きた個女の障寓者の狗力が、いま生活圏の拡大を蝶求する一つ川の大きな力として縞乗された。

 漂曰っ鞄掬蒙フ丶

同協齢会の脊川鰹遇さんは蛾
調する芍牛活閻拡大の渫求は、

′寸丶__三

蓄

詣肌閾を奉帯畜

、

の

ニ工勺岡喝帖

ゆm庶膏=三ー,、壽伽鬮 瘻

彗言_鮑

市呈

当籾の生活圏拡大の要求は、はとんど街へ出ること奉亢困駐だった卑いず使用蕃か囁掟起されたQ

婦人労働着の聰態を朗らかにしよ芍ラとしている帖また待に地方の賠丁人のために現仕ひとつしかない社会事茱大牢をユつ増設したり、福祉セン夕Iを佩人年申にあと二瓦豊し墓誌繰、児畫祉丶家族吐固、法律槙談所なとを設麿しに対する興昧が商まつているのでて婦人の啓欒情労る註固である誓女性迪動の古拠を出版する就固も
lIIIレI|暑II|Iある。さらに故科會にみ阜れる男ノルゥェIIIIItI・1II|してめ奄法榜大臣を篆とする国内委貝会を発足させ、濡人年の活勒を肘画実施するワI忰ンク・ダル1プと持別活動を行ゥ作業班を設匿し、鰯人保鍵セン夕Iや家族討固ク芍資原浪費壮会にh橿りる女性の役割鮎芍女性の敢治参加、生涯軟ザQ系u婦人と子供の賤フ夕I、竇姉人の法的糧利について相牌に育、職業救育亀をテ1マとする研ォ蝋人のための財団ゃ芙学金の準備のる施設があるか、等。、\丶雙丶ミ丶\\\、、か丶丶丶\丶丶丶\丶、、、丶丶丶丶\\\\\\丶、、、\ミ丶丶\丶丶\\\、、、蔓丶丶丶丶\\\丶麟、、、丶\丶\\丶丶\\\\、、、\\\\\\丶雙\\、、、\\\\\丶蘭、飼以V

主催H曰本女子社会故育余
東京邵港区赱公齟2I6I8曰本女子会館′_曾ハ川u7575漬昭和五〇年度婦人市民大字講鼈

六敢治救臺l現代政浩沙瀾ぐる
学習と行魍鮎講師N中央大学教搜_佐竹寛_期閻"4月鉛曰|H凵5凵朧遇

水脳午前m時s遡時
ゴ掻済数掌丁不況インフレ下の「

臼F丁申込料n一〇〇〇円曰本繩浙のし<み建講師N法政大溜2i蘊|u電話隻蒙JI労

証物、遺路、交遭欟関などの甦築上の隴害物に句けられて営毒

帳ンメの会るす検点養さ属の活升くす噌薗もに者攪身

究、蝿濱寅付な乏また芍朋薙幟ー別禁止法凵を捉棄すろ几
また、鍛近ノルワ鱸中1では、大

学で女性文学や歴史の緬堅が縲けられたD、姉人クル竇プのはじめた糀誌が成功するなど、女性文化
オlストラリァ

リニソクの設瞳丶二十四時間オI学改投.花猿二郎
鋤閻H4月お日`m月頂H隅週

水卿午前m峙iu峙
芍外交教室I現代の固際社会と

外交蝿講師H成腰大学教搜_字野墳昭
期閻H4月叫凵Im村9凵附週木脳牛前m嘗m峙

申し込み方迭畩讃料u一科目五〇〇〇円ハ削

期一〇回分以

会友費N牢度額一〇〇〇円主催n婦選会鎮東京都代女木

したo苞物を改造せよノ電車に鍛せろ/という腰求は、当然憶宙者の聞でしたoど同峙にそのなかで、自分たちの運動は一部の者の聞ではなく、不台醒で非人聞的な街に渕する街発であ鱧、街づ<Dま、すべての庄輿の間題でもあると袴えるよフになD圭したロ樺没な瞳害の述いを越ぇた噂害者の団結と、また瞳害者樋も含めた市民との遭帯が瞰嘆です。街づ<りは丶暉善者と行政との交渉だけでなく幀広く、すベての市民に働磨かけていくつもりです邊
街へ山よラ/街をかえてゆこう/街を自分邉の手にノ同協譲会は、運動の手鮒めと

して、自分逢の衡を亮直すことか厄蛤めた。昨年五月の巾野尉辺を皮切りに、牡野丶代女木、町出甯と緇点換を行った。これは芍総席検報告華蝿に諜しい。
今年度の矛妃として香川さん

は芍これ疹の衡の紬瓜倹で偲た饗料に基ついて丶四月か白本格的に改繊腰求蕗して妃菩王発さりに、新情駅夕1ミプルを、新た蔡脇庶樹目慄とし、巨を拠点として友鰯削な遁帥を進めていさたい帰と覗のたり
私たちは、不労な諧別ゃハン

ゾィキヤソプの実態につじ只とか<目を_悪い、耳ナ篆さざ黙しがちではないだろうかoそれ寅薙儒杷測_りないかめだろO股跡昔には雄誉た人閘が皐几
ていないo想定されているのは統苛か防捌D出された做空の人間なのだ。モして、もつと憩ぃことには、設跡晢の顛大関心事が創遭ゃ生騒性阿壮にあヱR多欟な人間活動に対沁する想像力が欠けているのだ層

自分たちの手と妃と洲愚で今
圭で芍他人蝿であった絢を自分退の街へ鰹注ていこうノそして、心身驛筈賽と市民、建築、交適丶法律なとの専門家が何緒になつて丶ともに生きる衛づ<り袴進めていこうノ

芍ともに州挙る衛づくい協蝠
会舛H喧京削撰谷区代た木神園肘三の“、オリンビソク帖念肯少年総合セン夕l、曰氷吉年縦仕協会内、香川魎牡TELH〇袁`四六〇|〇ニ叫一
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う
図酢醐の觸人関係部門の充実を苛るo

勺ノメHソ`刀雹襄界薯労働祖合、任意団体等
では丶婦人に対する濫別的慣行を排際して丶婦人の進歩を促すために芍あなたの地域の婦人に目を向けよっ艸と、次のようなナェックポイントをあけている°六企茱はあら咆るレべルに姉人を鹿っているか暮同一労働同ー猿金は守られているか。六初竇中等救育は女子にも平等に与えられているか撃
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愛媛県松山市を南下する国邁邱テレピでその若えに共嗚したり、すつて其つ白になった峙の喜びo
号線は丶車でー五分も走れば田薗地帯に入るo隣の伊予市のはずれには丶ドライフイソの雹複や遭路標懺に混じって芍自然農薗ココヵラ鮎と鑚かれた矢印が人目をひく。その方向に沿ってミヵソ山にスっていくと人木の披にぷら下がった旗キレゃ荒けず幻の杭に何やら晢学めいたことばが蟲字で麿かれている費

門愚者は智を知り慨者は無知を
知る凵門人智は洞窟の智o智は不知の拡大舛芍料学は自然の反逆児帰といろいろある°かなり上の方まで登りつめると、そ燗らしき農薗が目ぇて<る°放し飼いのニワトリが人の気配にけたたましい声をあげると、一人の若者が物置から顔を出した。近づいてみるとと丶物匿小量のように見えたその建物は門無窓庵呉と呼ぱれるれつきとした庄屠だった。中に入るとと、隔に焼けた七人の若者がいろりを齟んで座つている°ワラの見える荒カぺ。色あせた昆。部量のすみに纉まれた布団や若者たちの上衣には不器用なソギがあたり、士聞のかまとには蝶八すすuけた釜ゃ鍋がかけられ丶茶わんゃはしの類が雑然と並んでいる。

ここの若者たちは全麗各池から
繁まって来ている。北海遭で酪農をしていた人、大学で計覚機料学科を専致していた学生、放浪の旅を続け、ここを安庄の地とした農家出身の青年。みな福岡正眉さんの普貰芍緑の晢学押に触れた饅丶

`モ・塞4彊U階“.ぃ_・.・・〓,.筐`薯=、憂
民法七五〇条によれぱ、夫婦

は芍とち臼か一方の姓を同で各のる艸ことになっている。
しかし、実際には夫の姓を名のるのが当然のこととして社会に受け入れられていることは丶九七形という数字からもフかがい知れる。

これでは嫉入りに際して当然
夫の姓を称すると茯めた旧民法と結果的に変ゎりがない。譯を単に夫の従臍物とみなす譁徴であるだけであ<丶実質的な不利益を伴う堝合が多いだけに問題があるといえようoたとえぱ結婚前に仕事で名をなした女性は改姓により繕済的な不利益をこうむるUこの場合拮婚前の姓をペンネIムとして引き緬いて便

"何か〃を求めてやってきた人たちぱかり。 静
門文朋回避三ゥ1ン、それだけ

じやないんだなあ三凵
門何て當うか、町にいる時は氷

当に生きてるって感じがしなかつたもんナ。蓋勤めもし琶とあるけと、謡顆と蓄えば、バチン
、

、丶溝勺蠣)ヵき

7う

康屮集コと酒と女だったよ蝿診
門そDゃあ、ここヘ来て、創曰

で逃け出したヤソもいるよ。でもも丶薪で炊いたメシ食って、ミカソ畑に膀手に生ぇてる大根やむぼう黛つた時、世の中にこんなうまいものあるかと思った。洗淘だつ,て撻いものだつてゃるよoおもてで陽ざしを浴ぴながらゴシゴシこ

の法的地悼擲

小川なんかで騨歌まじりにゃつてむらんよo蟻高だよ、ゥン旦
門僕たちは、昔のあの自給自足

の生活を素晴しいと愚います°昔の人がことさら意誠せず丶ただ生きるためにやつてきたことを僕らは意識的にゃってぃるo知ってしまつた者の苦しみ丶何か後菓りするょうな抵抗つていうのは、確かにあります呉
この庵の主、福剛伍借さんの椀

《芍誼民皆農論鮎芍ー反百姓帰の思想そのままに、ここの若績たちは生きている。
福岡正借さん|ゴマ塙頭とあむ

ぴげの荒人呼んで扉の晢人屮芍無蝿の思想者O三十年かけて芍自然農法蝿の遭を歩み、無股薬丶無肥料、不耕越ハ絣やさないことu、直まきによる楯作に成功した人である轟
芍人間はね、本染穀物と野草だ

けで生きていけるんですよ。肉や魚を食うから野菜や果物を食ぺなくでばいけな<なるo食粗危機だ何だつて宮つてるでしよう°だけど、曰本には鱧地が六〇〇万船あるんです°日本の士地を二〇〇〇万惟帯で分剖すれば一家一世帯当り三反歩の慶地とそのほかに山林原野一鯵ハ一町歩以つくんですよ°一家数人の者が、完全な自然鹿法で自給体制をとるために必畏な面積は一反でいいんですQその面糠の中で小さな鼓を建て穀物と野莱を作り、一頭の山羊、数羽のニワトリ、それに蜜蜂でも飼つて

務鼻などは本名花名のることが曰本人が巴<労然として受け入窃子さんは芍世界各国と比鞭し法律で規定されてぃる・なにもれているが丶腫史的にも現在のてみても、曰本の民法はど氏に

升坪"一反百姓“の生活に満足できる

なら決して自給自足は実現不可能じやないんです轟鮎
芍士地が商い?三昔はね、釧反

で米五〇俵とれるとしたら丶五〇俵分の値段が士地の価格だつたんですよ°とうして、それがこんなに窩<なつたか臀それはね丶都市_訃画法といラもので線引きをし、礫旭、宅地、山林、雜地と朮地を地目別に分割したからなんですよo巖池を宅地に輯用することを禁じたから、宅地が少な<なり、少ないから暴腑するoもし、唯でも、どこにでも燗乎に家を建てられるとしたら、つまり、山ゃ嵐野ゃ田畑の巾に、何の乎続きもな<乎軽に建てられたら、宅旭なんて無限にあるんです屮
福岡さんは、解見卜ソビなこと

Qを茹すよつでもあるが丶その配朋には�o墓なずかされるハ鷲
芍私の自然巖法はね、門無嵯の

晢理から出発しているんです躊植物は自然に成紫するQ人間はただ自然に従って生きて行けば丶旧物を作る必要はない靂これですよ撰
日本一の単収と自慢して案内し

て<れた遊畑には、すでに背准とした糖が出そろつていたリうねもなにもない、士にじかにまいた麦であるo吏の間にクロIバIや雜草が生えている°しかし、土は黒<丶粘りがあり、瀾<ほどよ<肥,李しいるo地は網鮑ハクロIバI以草生で、二十数年間一度あ絣したことがない邊
福岡さんの普溜杆緑の晢学I農

莱改革論帰には、自然晟法による稲作、麦作が譁t<灣かれているが丶そのどれ一つをとつてみても三〇年の爽閾による誠行錨誤丶自然の力を催じきつた強い晢学がラかがぇる。糧
門田を耕すこともな<肥料も施さず輿欒も便ゎず自然にできたこの一株の稲は科学の力

を否定し人間の知恵の無用をホす稲の中にすベてがあつた崖
人間は"為す〃ことによって物

質文朋を拡大するのではな<〃何もしない〃べきだつた。何もしない農業、それが自然艇法であり、農莱の源流である槇
福岡さんの話は雜しいoしかし

そのことばには大地に根づいたしっかりしたものを感じさせられる多<の若者がここを肪れ、山小
厘のいろりのそぱで夜の吏けるのも忘れて話し込み、そしてその何人かが士に峨っていく、そんな氣待が何とな<ゎかるような気がす

神宗川県地域嬬人会ハ千蛙キク
子会長vに閾する二一の邵と市の役員が参加して三月二六曰、慎例ー自動販兜機の贔近の伸びは、めざましぃものがある。

多穫多懐の機檀が般憧され、便
利な反面、苦情の閏も耳にするがもラ、私たちの生活から切り離すことが出来ないものならぱ、それをよりょ<刺用するためにと丶立ちあがったダルIプがあるQ

主婦同盟三欄支部八鴨木闌子交
部長、会員九十人vは咋昨年五月から、三庸市内のすベての自蜊販売機をリス卜アップ。利用者の声彦を間き、フソケ1卜嗣査をするなと間魎点をさぐつてきたが、その績果、先月、買鷹巾役所で竃消輿洲売に卿明肌ゎ磯
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た妻は夫の氏を称する楡利があるといぅ考え方。西ドイソでは

毛沢東夫人は江宥夫人であり
蒋介石夫人は宋芙齡と名のりている。中悶だけでな<朝鮮でも同欟で、朋治一〇年以前の曰本でも縞婚後の改姓は行なゎれなかった蠍なぜな癆氏とい戮のは

制限多い門艸の決署名な女性に限らな<ても、働諸外輿と比べて、少しも当然でいている場合の改姓は不部合でないことを知る必要がありそっ

\

外軍てば自由に選択

あろフ°なお、だ。に際しての復氏をも規定していこの点について民法七五〇条るハ七六八条uovの改正運動をしている宥女性の`倒

声うことは可能だが、弁護士や公こラした不合瑠をはとんどの法的地位を零える会邊の安江とがたがいの姓をかぶせ合う慰姓妻は改蝉じなくと鶏よいし、まガンも六合成洗剤を胞放し安心で

碁ぴしい強制を廿なっている図はありません°中国では天婦はそれぞれ自己の姓名を僅う權利が蟲り六また夫硼のどちらかの姓を便つてもよく丶さらに夫姉

皿統を表示するか疹であるo夫婦向一姓の蒜え方はキ剪スト改の影蝉によるが、跛近ではヨ賽ロッパ各鰹でも増え方が変ゎってきてい痺oフランスでは

夫の氏に変ゎるという儡則と並んでハイフェントでつないで二つの氏を並ぴ称する万式を齟めている。ソビエ卜なとのソ遡脚諸悶は拮婚後も氏が変疹ないところがほとんどである°夫婦別闌の場合、子の蝋につ
いて疑問を抱<人がいるかその点について安江さんは門中躙では、子の姓は禾成年のうちは父母の協欟で定め、成年後は自田選捉で譯脅ようになっヤ広ます邊と敢府さえその気な厄解茯法のあることを添す糊

女性の法的地楡を襪える会を
蛤め、女性の立堝か癆遁蛸別氏を襄求する遇拗や、離蝟後も夫の姓を継続使用で巷るよぅにすベきだとの票求が起っているO慟き統けようとする女性が潘几ている現在、亮過されてはな厄ない間閨であろ窯
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の茉化視祭が行ゎれた轟
まず、このー月、楯瀕川ド公圓

前にオ1プンした県民ホ1ルヘ。

ちた轟会の会人蝿域地るす襄視化募を肝養攘浜曼立燗奈樽

蛙川巽川牌u蕗唖礒譁難譯鱈Uぃ汪凵誌譁肆踵H凵聾語聞議醒湧H者と業者、行瞰関係者による懇跋会を同支部主催で闢いたo菓まった数十各の干婦か痙出された苦情や要望には、小売造の代衷者や、市輿生活認、保儡所、衛牛誠険所等の實任者から回答があD、納得した人も多かつたようだだ禽

門夕バコのしめoたのがあつた
た崑門ハンパ1ガ1が固かつた欅芍牛乳の曰附けが古かった鮎門駅の切符で、インキのため手が浙れる艸芍おつりが正礁に旧ないことがある屮門青少年の鍬酒、喫煙の丁防止と自動販祀機とのかかゎ幻を
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療養所ては允強屯
釘ふ蓑川地域婦人会が芙化視察

この県民ホ1ルは県内顛大の公共ホIルとして県民に文化活働なとの果会の堪を担供するとともに、優れた音楽、淘劇、芙術なとの鑑鸞できる機余を殷けることで丶県民の福祉の増准、文化の向上に役立てるために般睡され、地下蠣階地上六階建の文化殿堂にふさゎしい建物琶るo広いギ墓リ1にはあちこちに彫刻がおかれ、絵画、工芸丶囃、青年芙術展などに利用できるよラになつている°大ホIルは順容人員二瓦〇〇人、朗るい海の颯跂のドン帳は二凵人の纈子さん鰤同時に纈つたといラはぎめなしの立派なもの。本格的なォぺラ、バレエの上淘に十分な広い雛台面瀾をと幻、興台機溝、音轡、照朋は晟新の設備である°て、個性的鞘利用を溝えたォ】プ

譁體醐副腟眺控嵩鵬巡剛腕譁謀譁諧諧礁轄雄郷雄騨隷譁鱚蹄髑騒瀧嗣靜譁萬譁縺譁奉構軌醐嬌鮮鮎睡駐監彗諫講韓鞘輔鞘灘儡潮蜊蜊灘蝉絢諸維轄髑醐謂飾嗣譁撼鷺脚輔鰯

とフ君えた嘆ょいか倫などの意見には、畳譁蛋役の篁霆拐氏から、几力化のため、自勤販売機が不革欠ですから、切符の紙、インキ錬灯改良を加えた新機種にきりかぇっつあDます撰との税朋ゃ、三庸小売酒販組合投の潮原甲吉氏の功愛知県では夕イムスイツチで、深夜の酒類販兜中止を実行しているが、東京都でも、酒類小施莱界の申合せで、夜の十一時から、朝の五峙まで丶酒の自慟販宛を中止することを決め丶この自主規制を実施する予定鰺と回笹丁があつた靂
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_ド 小ホ1ル鯱約五〇〇人収容でき丁

腓遡星§頂鮎躙嬲瑚_芍水は爽か熾も疹い水
しといったのは昔のこと、ひねれぱすぐ出る水造も大変な設捕と人手をかけて闢けられます°川の水をとり入れて水遺の`水につ<りかぇるためにかかり圭すcハ家雁の水適料薩鴇立方戀羨閃平口の増加とともに次第に滞裏に温いつけな<なoてきてい

に_棚切を_

は一立方鮒斡たり三八円蜘爪期一立方鮒につきニ九円V人も節水で富ます°

る水を大切に使いまし生乳〇水造のじゃ囗、一分間出し
っ放しで一八糀、ボ夕リ丶ボ夕リの氷もれも刺Hに墓〇剃になり圭すQ

〇圓川場の腕り湯もすぐ流さ
ないでI洗た<に利川す一れば三〇擲の飾水がで老圭吏v橿〇洗剤の使い哺磨はす剛すざ水を多樋に使いまVすa〇化懺は洗いすざぱいこと。適度な時閻でlご分輿いとニ〇脚の拍です°

〇すすぐ前に脱氷を|二〇魍鹸
ハ平塚_靂浪泪費生活センタIu

プォルガソが成贋されているo毎曰屁体み峙閻には、バイブオルガソの掴秦がある。ー行も約一峙閘、英しい潰奏に曰頃の忙しさを忘れてしばしのいこいの暁をもつたu人魚の心から潤いが失ゎれがちな昨今、この県民ホIルは六〇

ソステIジ遁コン廿Iト用のパイー

〇万県民に壁かな心の檀を与ぇる
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改善に敢り組む主婦同盟三魔支部

三鷹而内だけで愁、二六檀頌其
八九台にのぼる自肋敗宛機嘴芍時閲をえらばずに買える呉門簡単で便利帰の輝に代表されるよラに、独身者廠を主として各年代に漫透している。

しかし、芍機械がこゎされる鮎門ヵラになった容器で店のまわりを汚される欅芍っり銭が出ないと夜なかでも起こされる些といった業者側からの苦惰も出され、万能ではない機械を管躍するウ蕩から、人問のモラルにまで話が及んだuなお丶食品衛生で問題のあつた蜴合は、各地保健所ヘ遮絡するか、市・区役所消輿生活牒に問合ゎせれば丶避托ある凹符が傳られるとのことo粤
同赱部投鴨木さんは、芍活朋法

が今後の諫顆ですねQ管興貨任を肋確にするとか、自動販兜機工葉会へ獏望する等、これからも甯民生浩向上のために、問煙意誠をもって運動していきたい崇と蟲つて

、イノ川いた輩
市民運勤の成果を荘に束京都武蔵野市醗選に蠍草の根

市民遮拳麒カ遁によってT君八邸嵐以が立候楠する予定だ馨昨年の彦麟院選に市川房校さんを〃膳手に推腑した〃市民グル1プとその選拳を避じて知幻合った市輿遭劫の仲閻が丶市川さんだからでさたといゎれる〃埋憩遡挙〃を、自分たちの市毘選拳として定醤させようと、仲間の中からT粘を抑し出したもの袋
T君は、学生の頃から士地問魎

に関心を持腸魂門礫地の措地並み諜税帖遵動を推進丶のちに化学物憤を嘔放するグルIプに篠加、現在は、邂拳を通じて知り合った仲閻とともに合懺洗削遇放遇勲を行なっているF_
有市民運勒囁行なって来たこと

_を自拾体の中舵普塩化させたい欅というのが推礦受諾の弁麟スロI
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方珀でよいr猛bになってい圭す倫と譜つている。

蓄る生活を蜈なと市民遭凱を邇して閘鱧櫑誠を持つたものを柱にすえている。T君は今丶市川氏の避拳を遭じて知り合った夫人をはじめとする多くの仲閻に赱ぇ危れて大ハ遁キリoゴ〃市民運勲家としての臓輿〃になりたい呉とその拍負を齢っているo_
なお鯉察は〃理想遡拳〃によQ

ため、カンパを募oています。遮絡先N武蔵野市塊南町二l二七I九l三〇五曾〇四二二ハ氾v六九〇三

wことと夢?之
次に横浜巾金沢区の欒立投浜鰯

養所を師ねた°東は東京湾を眼下に、房総の山ヵや川入りの船が、西は金沢の丘陵つづきに升況の山と寓土川が眺められる麟静かな墳塊で非常にめぐまれた立地条件にある轟
千菓会投から芍結核について家

底人の常撤として知ってぉくベきことを何いたい櫑との発諸に、竹内十愚郎所遁から有益な鱈があった。

国では五年囗とに結核の余削諷
査を行っているが、竅近の五年間に以前の二分の一に減つている。蟻近は栄逓や圧届なと伍活環墳が良<なったので少な<なった體

また、ス卜レプ卜マイシン、パ
スなと良い薬が出来たので、若い人は抵抗力もあり薬に対する反応も強いので回復も早いo六瓦オ以上の昔人ぱ感染症に対する抵抗力が弱<なり、今まで眠つていた縞巣が目をさます贖

五〇歳を過きると内外ともに黄
任が重くなり、身心ともに心配がふぇ、社会的な車肥も加ゎ幻、体の抵抗力が弱ま幻、自分が昔か彦持つていた厨巣の菌がふえて発厨するo若い人と同じ槃を使っても老人は反応が弱<回復が遅い靂

二〇伴前の縞核は二〇木がビI
クであったが、今は六几才がビIクで老人の輝気になつてしまった平滞の心がけとしてはm年にー回ぱ定期的に腱康諺断をすること臀早期に発見すれば短期間の入院ですむの個人衛生が大癬で、平常家族や子ともの槻子に気をつけること。例えぱ体電がふえない、元気がない、顔色が懸いなと鈎年令とプしてはー瓦才以下の発厨は少ない印療藁所に火りたい時は、保健所または医者の紹分が必畏。出来たら尚人が来所した万がよい轟症状があった峙には、躓ぐレソトゲン写寛をとることI`なとが必鐸だといラ。竹剛所投は竹結核に対してはこゎがることはないが、安心もできない嵯という醫

千葉金長は芍竹内先生のお話し
「で主蝿の常懺としての結核に対する心がけがよ<狸解できた鬱今日来られなかった会貝たちにもぜひ闌かせたい呉とぉ礼を富い、このあと竹内所長に満煉と海の見える芝生の庭を栞内され丶有懸義な芙>化闕察のー日を終ぇた鼈 丁
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バIマネントは、ファソシ耳ン
に欠かせないおしやれ。晟近は、女性だけでなノ\男性にもバIマネントをかける人が多くなつていま盂

パ`マは髪がいた辺、皮漸が亦
<なる丶暴をつ<においがずげ皐と、いろいろ幣害がム′謁れなが堕豆向に衰えるし享學見せません糧ところが、昨年氷、ついにパ7マ蔽から薨生するシアンによつて死亡者が出たことから靜訟間麗に±奉震I臺し薦遁容師ゃ死亡した人の胸親が康告と猛り、パ1マ鞭のメ1カiと国老粗手とって民事救判蕨起こしています靂_

さて、その脹議内意佩II坡巻容子さんは昭利そ四牢から
小林はつ子さんは脇利二瓦年かゆ芙容院を掻當した異容師。二人ともフミノ化学とセフティ産会が製造_販売する二浴式コ【ル杆パIマ蔽ハテオク囗コIル酸アノモニフを主剤とする第點蔽で、毛髪を柔か<してゥェlブを恥げ、甫に

壷液墓蓋酸化、固蛋畫ものVを使朋してい素したが故牢後には眼がはれ上がったハ輳頭輝、貧血を起こすよつになり素した°はじめ癌院では低色縺性貧血性と諺断しましたが、脇租四九年に二浴戴パIマ鞭からシフンの発生することを測幻、さらに医師に粗顕したところ丶いず_れもパIマ液の中糞による貧血症な臼ぴに肝硬変症とゎかり登したo
また犬劇奉子さん籬コ蹄一八

箴vは、四二年三月、バ1マをかけた婦り邁、呼股が苫し<なD丶帰窄後も頭絹や手尼がしびれたりのとと心臓の掩みが傲Iざなつたため、翌日入院しましたo運曰、血鞭遅常に対する治療が硫けられいつたん逼院はしたちのの、心臓の告しさを粕え堯覧、衰弱もはなはだしく、十ー月、吐血しながら死亡しましたo直接の死困は心脳マヒo原闌は
貧血蓮およぴ肝硬変底oその後の謁査により、牢子さんの入つた乗容室で用いられたコ1ルド汲は小
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譲《餡ぷ吻雑安全性薙認ヘ研究急げ

棺コlセIの製造、販杷による二浴式コiルドパ1マ瘢であることが判朋只死困は、よるものであるとの診断を僻ました。
この二浴輝パ1マ汲は一九四六

年にフメ製カのロIレンス_H_カソ夕】博士のゴコlルドゥェ1プの醒物薬害作朋鼻と題する研先発表以来と<に肝瞞なとに非常に育害なものとされていましたo
圭た昭粕四八年神奈川腱潤賓生

浩問麗研究発表地凶大会で、柳田蛍子声況は宥コlルドパIマネントの安令性について傳研兜発友しそのなかで、二浴或コIルドパ1マ液の使用によって発生したシフンの対する繙倹性を種女デl夕Iを上げて蕊明していま亢
この_言な事情か曳被袁荘

塵は同躙の人体ヘの危陳性についでは十分知っていたものと患われそれにちかかわ_皇露な化学分析萬険なとを憩たD、安令性花礦認せず製造_販充してきたことから原告に損耆を贈償する蟲務が蛍

庸

然あると畫えましょ乏
芙容師が安心して慟け、歳たパ

1マ浣がける人も安全である丞フなものを早<研究し、国も安全性を薙認する努力窄ずるよう閑みたいものですo
六コ1ルドパ1マとは|I犬正の絡ゎり、電鉱パ1マネントで毛薙春麦六菫気熱でヵ1ルを作ったのに対し、常温でするためコIルドという名が付けゆれょした蠍
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三号まで同じだつた表祇の維が
四号で変ゎつたo内容の方は今までの体験的告白群に比べ丶特葉が門驛場ヘのリプの果たし状与と麗されているだけあって丶同じ体険的告白でも切票鴬×緊迫懸が楯む者に肉瘻する。蕗待裏ば水商売の女性、傑趾ハ覗
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沈丁杷の峨産に卉灯頃になると
山の暢も消え丶春の硫れを人ケは肌で鱚ずけ軍うになる°

舟沢山のふもとここ転野の盆旭
では、この李節になると丶年一回の公民館まつりが盛大に薩され丶同炸会形些c利用していた人たちの丶一年閻の総决涜とレての発表の場がもたれるu三月橿の休曰に渋沢池区の西公毘館で、今年の公民館まつりが閉かれたu

二階ホ1ルでは鮨吟、興呵丶鷭
曲発泰会丶一偕では湘丑丶灘遺、手葉丶鎌倉雕のクルIプの作帖腱示会、また、柏堯ぽ奉奄催されたo

忙しい中在弛けつけた巾昆の励
訴しの口菓に、会場は一繻盛り上つたu民謡、閥蓬、席寂では高齡の拐性も腕をふるい丶茅野市に庄む項加瓦女遺氏指痺のポ齢画グル1プの作品は、立派な額にかご彦れ、どれもー流の出采ぱ柔また洞理研究クル1プ芍さ川ろ<会し

汽託児所ほしぃ
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蔓
手雁りの丶安いヌンパク源の犬璧料現丶変ゎった滴け物、手軽に山来るケ1キなとは毘つた卍嘲たちに好誹だったo

今までは、西と閘のニか所の公
民館だったが、四月一曰に比公民館がォlプン、市民たちを菩ばせたO大都市ではなじみのない公民館という詩鐸も、ここ饗野ではびったり<るo各女の公民飽では、塊在丘つの

講酪を待ち丶地城庄輿との甯躊につとめている靂西公民贈では、昭和四九年度の利用者は五万人、南公民館では三万人と、かなりの人が利用してい奄利用看のはとんどは丶商年闢の姉人で鸞若い婦人の利用者が少ないQゴ館に紙児の施殷がないので丶せっかく良い蝿習会が開かれても鯵胸で巷な<て残念鱒と、幼い子どもを持つ鰯人は眺える°仁れは余後の操題となるであろフN.
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蕕ナさ川、不野腱雁茸は腔鰹し賊

行貝、福拙施堅ヒ働<女性^りによ場待鼎した林箇ぃ圭v胸I|か_けなる臓揚からの告発と丶現に差別と闘つている女性のレポ1ト|スチユワ1デ>スのバHノ移籍に反対し続けている裔楡蓋」さん、萬

っているo臓場での葉別は帥_ ル煙の周囲
であまりに蛍たD圭雅に起きていることながゆ、藍別と剛つている

放〃における君年定年制問屠を齟状況には、ゃはり胸宿打つらのがらかに韋辻た橘幡庸子さ加、寅金蓋別韋网判闘鵠に登〇二んだ木脇

彊
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しかしながり懺場t此`減

蝠嗣争なるらのが女工ロスの手になると、悲惨さゃ切遭麒もさることながらむしろ�輯ノソヶラカンとした萎碧感じ三せるのが妙に印餓的oそこでは被凄別者の_フめき凵冨はな<丶対等な人閻関係にぉける〃果たし状〃と疎つて登場するわけで賓荒
棺変ゎ庵す曝騒ば粧外の、

巴とにアレメリカuの活動の紹升肥事や壹樺醐訳ものは他の墓ーコミ淵を含めた女性関係出倣物の遇随を許さない窓のがあるoなかでも爽野みちみ氏によるルボ弐おんな鮮放洋の東西まず間えば髏は、単にァ乂互カの女たちの描写にととま彦ず丶リプをからみ合ゎせなが_ワ攪れた文悩趙文化論を

展闢レているのが圓白い醸曰櫃の且ブも珪止画かりの培闘だけでな<丶礫化と多砥性の中か爛このよ_フな文化腕花生み出す`_壱になったかと、ある糊の魑螂に割たれる秀逸なルボでぁるo
同じように女性鮮放遅薊の広がり巾憑じ冨るものは犬西鰯子氏

宥謂理が簡単鮎などの利点か厄重宝がられていますが、使い方によっては、風昧ゃ栄盤、品躓蓿担つ恐れがあり毒光そこで竇雪妹冷凍食品の選ぴ方、使い方与没六東京都消雹者セン夕Iの有一曰生活教室鮎からまとめてみ素した°
・冷凍食品とは

印簡単な調埋をするだけですぐ食
卓に出せるように穴的処騒凵をしているもの

@食品の組繖がこわれて、品質や
風昧なとが変わ修ないように、ロ急速慄縞_しているもの

@外部か彦細菌なとが人り込んで
品質をいためたり、汚れたUするのを防ぐため尺包蓑“された食品

の品躇が変ゎりないように、
者の手に渡る直前まで竅点下蟷度以下_に保たれているものハ庄意|同じ食品榜康縞させたものでも丶いれゆる冷原魚、冷慄イカなとのゴ冷蔵品崑とは凶別塞れていますV寸・拾凍食品の特徴

新鱗Hとりたての生鱆食品が直
接加工女場ヘ送られ直ちに処

r理されて仰温で急速に操締苔舛せ墓る
慶味_栄甕の安定H削腟が囃れ爪_〓臺:ヨ三三_三三;

@照朋器臭
蛍光管ゃシェ1ドがよ〇れてい

ると、明るさは約半分に減るのを己ぞんじですかo年に一丶二回は捕瞼したいものですo
シェ1ドH本体か疹はプ只_フ

すい石けん水の中で加い、その圭ま乾かしますQブランプ“はずして水洗いuただし、口金の堯畫_け袁い蓋に庄意することn“
本体と反射硬"汚れぱプラシか

布でふき、ホコリは電気捕除機セとること、“@ぉ台所で働<製品
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保存壁・安全僅"長齟に渡って

傑序でき、細菌の活動がないので衛朋的ッコ
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挽礫を諺パン<ずがた圭ると嶼障の原囚になり泰すc燻瀕を切ってから裏ぷた屮審いて瀑します°外側は柔かい布でふ<だけで充分ですo本体にサピが旧た彦、ハミガキ糊
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によるゴ私はR子と岬ぱれた舛靂これは題名のとおり騒犬文学部酉洋史学料における女性溘別串件の糞粗を当事昔が轡いた茹のvふつう蓋別が露骨なところといえぱ職場あるいは家鯉であって、大学は鼓も高度な自由を育するところと思む_V巨に翠墓別は

あD、しかも弱刷二三弼の大西さん一人で、告鼈憧しはじめたという紐過がある贋あまり世に広<知られていない犬字内の滞別といラ事突游六意外と蛙けとるかとうかは_帥巷の判断に駿ねるとして丶こうした女の状況を発捌し統ける姿騨を持つ限幻、女エロスはエロスを引っ下げてのリプの削網たり統けけ言とだろ堯
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ての規格が倣重なので品質が常に一定に保たれ価格変動も年閘を遺じて安定している藁鰤変艶かなぃ"季節に閣猟な<妊きな時に使える・上手な利用法
の麗い万

・敗扱いのよい惜用ある店造選ぷ_氷点下遁度以下に保たれているものハ冷凍ショ1ケ1スには温度計を備えることとされていますV_ロ1ドライン以下のものハシヨ1ケIスの内側の赤い艱が積荷限界緑ですのでこれ以上のものは品温が上がり品質が変ゎつている恐れがありますV_コチコチに凍つているもの・包浅の破れていないもの・包装の内側に嬬の浪山ついていないもの_製造月日の古くないもの`有鷭定証マ1Iク蝿のつぃているもの.買物の鍛後に買い新闌祇なとで厚<包むととけに〈ぃ
@上手な敢り扱い万N種類によつて解凍のしかたが準を市につけて呉。Dつけるとよ

うので、包製に曹かれた聯朋をよく読み、その食品に晒した取扱いをすることが大切です・生ものの解慄____:自然解凍がよぃハ庄意の解慄しすざないこと@解慄した彦すぐ謂理することv`時間のある時.冷蔵厘の下段で5s6時間放匯してお<のが理憩的、又は室内放匿など・惹ぐ皓|包装のままポリ袋に入れ口を固<しぱつてm度c以下の水につけてお<とms叩分でもとるハ直接水をかけない`風床_栄墾が逃げるv・蒸したりゆでたりしているもの餐は急速藍ハ加熱譯Vがよい・半調理したものハコロソケ、フラィなとvの解慄は急速鮮凍ハ加熱藍Vがよい°ただし、凍ったものを入れるため油の温度が下がるので袖を多めにしてー六五I一七〇度<僑いの温度で少しずつあげること_完全調埋ものの解凍蒙種類は多いがたいていのものは急速解凍でよいハ例_あたたためるビ歩パイ・クラ夕ン櫑蒸すシュiマイ。儡〈丶ギョゥサハンバ1クV
鼻袈暮睾め_ぐろ問題点

冷凍食品は、製造から販売にい
たるまで、さまざまな厳しい規制の下におかれていますoし托仁玲現実には丶流逓時の樋み込み、積みおろし、販売時のショ1ケ1又管埋の不撒塵丶あるいはケlスの顆取りの際必猥なストソヵ1の不皓なと、冷凍食品が解けて品質の低下する恐れが多女あり、消費者が改善を働きかけ、監視してい<必要があると胤ゎれますo

げ言`甕_〓言_・i:三言.喜三=誉.董_==言.・=====.・=睾=__`讐三===`・呈言`.====

い。あとは水で洗つてよ<転胤さ

いハUせてから敢りつけるoe換気鞠
カバ1やプラ又ナックの蜩椒が

油でべソトリ憎れていると能力が落ち、壁を彷したり、見た目にも不潔ですロ月に一回はぜ赴干入れを麒_
ほと憑との換気扇は簡単に分解

でさ蓋すo羽根やヵバlは洗削を溶かした湯につけておき、ザプ洗

@テレビの画面もきれいに
テレピのブラワン管の衷面は汚

れやすいもの妄°汚れていると画面が晴<なりますc篁眞き、柔らかい祇や州でカラぷ声畫す°ぬれぞう巷_川や化蓋_墓んは禁物。
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応幕要項 軍際婦人年親善使節田募集国遠は一九七五年を芍国際婦人年与とし丁丶すベての
国、すベての関係団体に対して丶世界中の婦人の地位向上のための活鋤に滲加するよラに呼びかけています。その中心行事として、国連ば世界会譲をメキシコシテイで闢催することにな幻ましたoこの国際交流の場に、私たちも遙んで参加しよゥと、左船のとおり図際会議見学、交換会な共滞ー企画し窈蕗した°ふるつて参加して<ださレ

訪間都市ロスフンゼルスズキシコシティ実施期日脇利五〇年六月一六日S穴月二三日ハ八日

閨

参加費用二八万九〇〇〇円賣用内訳ホテル料霆天一窒食皐料金

ハ毎朝食、機内食窒凸菖、交適贄ハ現地見学のパス料金なとv、チツプ、サIビス料、航空パソク

※団休徽用に九睾れないものH渡統手硫斡旋料、なお、この肌空運鱆は三星曰場在の運鎮で柔′申込締切昭細五〇年五月工ハ曰ハ菩申込先全田嘉人新閲社ハ東京郡新惜区西新惜三|
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化粧品、正し<保管なさつてますか穿螂 凧・揮端な温度差のぁるとニろは避けまし圭蕗
たとぇぱ、ストIプのそぱ、窓際などは好ましくなぃ染件なの七†櫑また、残り少なくなったものを新しぃものに移して緊ぼぃに†ろこともやめましよう。

・庫躾日光を避けまし學蕗
化粧品は直射B光をきらぃまずo腸のあたろ鏡台の上に並べろょうなことは避けまし些茎

・化糠用其淺フゃプヲシなどぱ桟うも溝潔に。
洗剤をとかした遁るま湯ゼ、ふり沖輝、押し洗ぃをすれぱ簡単にょごれが蕗ちま玄ょ<転かしてから使いましょう裕

・置型白粉の上にセロファンをのせてぃますか。
セロファンがなぃと、白粉に皮脂やファウンデイションの油がつき、表面が硬くなりやずく遅れしゴつ_戴言が悪<なろことがぁります。

`赤ちゃんや子どもの手の届かなぃ場所にぉき
ましょぅo化粧品のほとんどは体内に入勿ても蟲性の心配のなぃことが確認されてはぃますが、もし諜つて飲んだり食ベたりしたときは、水または牛乳などを飲ませて内容物をうずめてやろのもょぃ卉法とぃえましよ、フ° 抵黹化粧品を正しぐ使っていただくためのバンフレットコ乙な二とぁんなー_とヒ臺希望の方は養生堂広報室消興看謀までご邁絡<ださぃ°
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